
元々は野球少年の息子達を応援するために取得した、アスリートフードマイス

ターと、メンタルビジョントレーニングのインストラクターの資格を活かし、ア

スリートをサポートする仕事として起業しました。 

また、雪の多い北海道の冬でも、思う存分野球をはじめとした屋外スポーツの

練習ができるよう、石狩市に室内練習場「フェニックスフィールド」を作り、皆

様に御活用頂いております。 

そして、「地域活性化」と「若者の夢を叶える」という２

つの思いで、2020 年 5 月にプロ野球球団「石狩レッドフェ

ニックス」を立ち上げ、代表に就任しました。地域にとっ

ては、若者が移住し、野球で地域を盛り上げ、夢を与える

存在になるとともに、地域の労働力としても活躍してくれ

ること、選手達にとっては、整った環境と地域の温かい応

援のもと、野球と仕事を両立しながら、NPB への夢を追う

ことができ、両者にとって大きなメリットがあります。 

これからも球団と地域が一体となって、地域に夢と活力 

を与え、未来に繋がる球団運営を目指していきたいと思い 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞者紹介 

 

くしろ子育てネットワーク 

Ｈａｐｏｒｔ
ハ ポ ー ト

（釧路市） 

 
老田
お い だ

 よし枝
え

 氏（石狩市） 

石狩レッドフェニックス 代表 

輝く女性のチャレンジ賞 

輝く北のチャレンジ賞 

子育て中の女性たちが「お互いに応援し合う」ことができるよ 

うに、繋がりを大切にして、子育て支援、ママの居場所づくり、 

子育て情報の発信などの活動をしています。 

子育てには悩みや不安がつきものですが、少子化が進む中、そ 

んな思いを口にすることができず、社会から隔離されたような感覚

に陥ることさえあります。 

そのような中、SNS を活用した情報発信や、子育て情報誌の作

成、様々な交流イベントを通して、子育て中の女性たちの「繋がり・

出会い・交流・共有・活動」を実現し、安心して子育てができる、

安心して暮らせる釧路づくりの一端を担うことができるようにな

りました。 

「住んだ街で楽しみたい」という１人の思いから始まった活動で

すが、同じ思いを持つ多くの子育て世代の親達が手を取り合い、支

え合いながら大きな活動へと成長しました。 

これからも幸せを感じながら子育てができる街であるよう、それ

ぞれができることで主体的に関わりながら、その時々のニーズに合

わせて、人と人とが繋がることのできる活動を続けていきたいと思

います。 

 

 

 

 



                    

 

 

 

これまでの受賞者 （※敬称略順不同） 

令和 4 年度 
輝く女性のチャレンジ賞 老田よし枝（株式会社石狩レッドフェニックス代表取締役 石狩市） 
輝く北のチャレンジ賞 くしろ子育てネットワーク Haport（釧路市） 

令和３年度 
輝く女性のチャレンジ賞 和田順子(good food,good life 代表 札幌市） 

輝く北のチャレンジ賞 知床スミレ・エコプロジェクト(女性団体・羅臼町) 

令和元年度 
輝く女性のチャレンジ賞 沼口奈美子(社会福祉法人ふるさと介護員養成研修センター管理者 帯広市） 

輝く女性のチャレンジ賞 大友彩加(一般社団法人営業部女子課の会北海道花咲か特派員 旭川市) 

平成 30 年度 
輝く女性のチャレンジ賞 

牧野准子（障がい当事者講師の会すぷりんぐ 代表、ユニバーサルデザイン(有)

環工房 代表取締役 札幌市） 

輝く女性のチャレンジ賞 大海恵聖（(株)エムブイピークリエイティブジャパン 代表取締役 札幌市） 

平成 29 年度 
輝く女性のチャレンジ賞 辻川恵美（NPO 法人木と風の香り 代表 苫小牧市） 

輝く北のチャレンジ賞 津軽海峡マグロ女子会（北海道側とりまとめ 杉本夏子 松前町ほか） 

平成 28 年度 
輝く女性のチャレンジ賞 折谷久美子（NPO 法人スプリングボードユニティ 21 代表 函館市） 

輝く女性のチャレンジ賞 上野美幸 （株式会社ヨシダホーム 代表取締役社長 音更町） 

平成 27 年度 

輝く女性のチャレンジ賞 長岡行子（出張理美容サービス VESS 代表 帯広市） 

輝く北のチャレンジ支援賞 
釧路公立大学皆月研究室 マタニティ・育児支援アプリ開発 

（代表 皆月昭則 釧路市） 

平成 26 年度 
輝く北のチャレンジ賞 釧路モカ女性プロジェクト（代表 森崎三記子 釧路市） 

輝く北のチャレンジ支援賞 株式会社ダイナックス（代表取締役社長 福村景範 千歳市） 

平成 25 年度 
輝く女性のチャレンジ賞 廣瀬久美（株式会社富良野タクシー 介護・福祉ショップ経営 富良野市） 

輝く北のチャレンジ支援賞 旭川医科大学 二輪草センター（センター長 山本明美さん 旭川市） 

平成 24 年度 
輝く北のチャレンジ賞 ふるさと倶楽部「ガル」（代表 田中照子 石狩市） 

輝く北のチャレンジ賞 高齢者コミュニティビジネス団体 麻の会（代表 赤﨑壽子 白老町） 

平成 23 年度 

輝く女性のチャレンジ賞 小梅洋子（かあちゃん食堂「たまりば」経営 江差町） 

輝く北のチャレンジ賞 
不登校・登校拒否と向き合う親の会「はるにれの会」 

（共同代表 清水マチ子、川尻博恵 帯広市） 

平成 22 年度 
輝く女性のチャレンジ賞 惣万栄子（ＮＰＯ法人「利尻ふる里・島づくりセンター」職員 利尻町） 

輝く北のチャレンジ賞 東鷹栖食品加工販売協議会（代表 松倉洋子 旭川市） 

平成 21 年度 
輝く女性のチャレンジ賞 梅木あゆみ（(有)コテージガーデン代表取締役 月形町） 

輝く北のチャレンジ賞 本町かみさん会（会長 村田陽子 石狩市） 

平成 20 年度 

輝く男性のチャレンジ賞 坂田秀明（置戸町観光協会事務局長 置戸町） 

輝く北のチャレンジ賞 レディース 100 年の森 林業グループ（代表 鷹嘴充子 南富良野町） 

輝く北のチャレンジ支援賞 札幌市立藤の沢小学校保護者と教師の会（会長 星卓志 札幌市） 

平成 19 年度 

輝く女性のチャレンジ賞 湯浅優子（「つっちゃんと優子の牧場のへや」経営 新得町） 

輝く女性のチャレンジ賞 谷あゆみ（ばんえい競馬調教師、谷厩舎経営 帯広市） 

輝く女性のチャレンジ賞 川上博美（(株)コサイン社員 旭川市） 

平成 18 年度 

輝く女性のチャレンジ賞 斎藤ちず（ＮＰＯ法人「コンカリーニョ」理事長 札幌市） 

輝く女性のチャレンジ賞 岡田ミナ子（(有)トゥリリアム・オカダ・ファーム取締役 遠軽町） 

輝く女性のチャレンジ賞 古内一枝（(株)スポーツショップ古内取締役 札幌市） 

平成 17 年度 

輝く女性のチャレンジ賞 田澤由利（(株)ワイズスタッフ代表取締役 北見市） 

輝く北のチャレンジ賞 ＮＰＯ法人お助けネット（代表 中谷通恵 白老町） 

輝く北のチャレンジ賞 西川マザーウッズ（会長 船越孝子 静内町） 

平成 16 年度 

輝く女性のチャレンジ賞 星川光子（ＮＰＯ法人｢いぶりたすけ愛｣理事長 登別市） 

輝く男性のチャレンジ賞 馬淵悟（北海道東海大学教授 札幌市） 

輝く北のチャレンジ賞 株式会社アイワード（代表取締役 木野口功 札幌市） 


